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25

病
変
進
行
の
カ
ギ

で 、
が
ん
細
胞
は
変
形
し

な
が
ら
間
隙（
か
ん
げ
き）

を
遊
走
し 、
そ
の
際
に
機

械
的
刺
激
を
受
け
る 。
細

胞
に
は
こ
の
よ
う
な
機
械
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル
「
C
L
ー
し 、
間
隙
を
通
過
し
や
す

産
総
研
で
は
原
子
間
力
い 、
C
L
I
C
1

謁
発
現
i．

門
性

的
刺
激
を
生
体
信
号
に
変
C
1」
に
着
目
し 、
そ
の
く
な
っ
て
浸
潤
が
促
進
さ
顕
微
鏡
と
フ
ラ
ッ
ト
チ
ッ

か
つ
高
転
移
性
の
乳
が
ん
i

換
す
る
機
械
剌
激
受
容
体
機
能
を
解
析
し
て
い
る 。

れ
る
と
考
え
た 。

プ
カ
ン
チ
レ
バ
ー

を
用
細
胞
に
外
力
を
加
え
た
際

一

疇
疇
頭

（
メ
カ
ノ
セ
ン
サ
ー）

が
細
胞
膜
上
の
C
L
I
C
1

の
塩
化
物
イ
オ
ン
排
出
を
i

研
A

研

存
在
し 、
特
に
細
胞
膜
の
は
細
胞
容
積
の
調
節
に
も

測
定
し
た 。
塩
化
物
イ
オ
�

学
ー
任

�

ェ

D

主

伸
展
に
よ
り
活
性
化
し
て
関
与
す
る 。
細
胞
は
低
浸

ン
と
結
合
す
る
と
消
光
す
i

子
Z

室

細
胞
内
外
の
イ
オ
ン
の
透
透
圧
刺
激
で
膨
張
す
る

る
蛍
光
分
子
を
細
胞
に
導
一

分
ー

究

．

胞
ー

研

過
を
制
御
す
る
「

贋
刺
と 、
破
裂
を
防
ぐ
た
め
に

入
し
て
観

累
る
と 、
外
i

細
T

携

激
受
容
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
や
塩
化

力
印
加
直
後
に
細
胞
内
の
i

研
S

連

�

総
I

源

ル」
が 、
が
ん
の
転
移
や
物
イ
オ
ン
を
排
出
し 、
水

蛍
光
強
度
が
上
昇
し
た 。
�

産
A

資

浸
潤
性
を
左
右
す
る
分
子
分
子
の
流
出
を
促
し
て
体

外
力
で
イ
オ
ン
が
排
出
さ

臣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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と
し
て
注
目
さ
れ
る 。

積
を
戻
す 。
こ
の
機
構
が

れ
る
こ
と
か
ら 、
C
L
I
ン
排
出
能
が
低
く 、
C
L
感
度
に
測
定
で
き
る
新
規

が
ん
は
周
囲
の
正
常
な

転
移
過
程
で
が
ん
細
胞
が

C
1
は
機
械
刺
激
受
容
チ
I
C
1
に
よ
る
塩
化
物
イ
デ
バ
イ
ス
も
開
発
中
で 、

「

C
L
I
C
1

」

組
織
を
破
壊
し
な
が
ら
広

受
け
る
機
械
刺
激
に
よ
っ

ャ
ネ
ル
と
し
て
機
能
す
る
オ
ン
排
出
と
が
ん
浸
潤
性
が
ん
判
別
技
術
へ
の
展
開

が
る
「
浸
潤」
や 、
原
発

産
業
技
術
総
合
研
究
所
て
誘
発
さ
れ 、
C
L
I
C

こ
と
が
示
さ
れ
た 。

の
相
関
が
確
認
さ
れ
た 。

を
目
指
し
て
い
る 。
こ
の

巣
か
ら
離
れ
た
組
織
や
臓
（
産
総
研）
で
は 、
転
移
1

の
作
用
に
よ
り
イ
オ
ン

外
力
印
加
に
よ
る
イ
オ
ン
新
規
デ
バ
イ
ス
は 、
C
L

判
別
に
も
応
用

器
に
移
動
し
て
新
た
な
病
性
の
高
い
が
ん
細
胞
で
発
と
水
分
子
が
排
出
さ
れ
る

排
出
量
の
測
定
は 、
が
ん
I
C
1

を
標
的
と
し
た
薬

巣
を
形
成
す
る「
転
移」
に
現
が
上
昇
す
る
塩
化
物
イ
こ
と
で
細
胞
体
積
が
減
少

さ
ら
に 、
C
L
I
C
1

細
胞
の
検
出
や
悪
性
度
評
剤
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や

よ
っ
て 、
病
変
が
拡
大・

低
発
現
か
つ
転
移
性
の
低
価
に
も
応
用
で
き
る 。
産
創
薬
支
援
技
術
へ
の
応
用

進
行
す
る
悪
性
疾
患
で
あ

い
乳
が
ん
細
胞
で
は 、
外
総
研
は 、
細
胞
が
排
出
し
も
期
待
で
き
る 。

る 。
浸
潤・
転
移
の
過
程

力
印
加
時
の
塩
化
物
イ
オ
た
イ
オ
ン
を
簡
便
か
つ
高

（
木
曜
日
に
掲
載）

技術で
末

雹
ー産//IJ•I/Iの挑戦一

機
械
刺
激
で
イ
オ
ン
琲
出

細胞圧入時の塩化物イオン排出能評価

疇核細
：
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c
“ 
消光したCじ検出用

蛍光分子

外力 ］ ：FジMチレバー

.• . 

Cじが排出されると、
蛍光強度が増加

が
ん
転
移・
浸
潤
性
を
左
右
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山岸彩奈

神奈川県出身。18年に産総研入
所。がん紐胞のメカニクスに関わる
たんぱく質である中間径フィラメン
トや機械刺激受容チャネルの研究に
取り組む。現在はこれらをマーカー

としたがん判別技術の開発や創薬標
的としての応用をテ ーマに研究中。
共同研究にご興味のある方は是非ご
連絡ください。
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